
図１　出生数･死亡数, 合計特殊出生率の超長期推移 ： 1900～2110年

資料：厚生労働省「人口動態統計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成
24年１月推計）」[出生中位・死亡中位推計]、図中の数値は将来推計を含めすべて「日本人」人口
についてのものである。
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《8》
少
子
化
の
構
造
と
動
向 

─ 

40
年
の
過
程
が
問
う
も
の

横
浜
の
人
口
を
読
む

１　

は
じ
め
に

執
筆

２　

少
子
化
の
イ
ン
パ
ク
ト

図
１
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

１
９
０
０
年
か
ら
２
１
１
０
年
ま

で
２
世
紀
以
上
に
お
よ
ぶ
わ
が
国

の
出
生
数
、
死
亡
数
、
な
ら
び
に

合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
以

降
は
公
的
な
将
来
推
計
人
口
（
社

人
研 

２
０
１
２
年
）
に
よ
る
。

ま
ず
棒
グ
ラ
フ
と
し
て
描
か
れ
た

出
生
数
の
推
移
に
注
目
す
る
と
、

戦
後
か
ら
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
変

動
を
経
験
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
中
で
も
戦
後
１
９
４
７
～
49

年
の
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と

１
９
７
１
～
74
年
を
中
心
と
す

る
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
突

出
が
目
立
つ
。
前
者
で
は
年
間

約
２
７
０
万
人
、
後
者
で
は
同

２
０
０
万
人
前
後
の
出
生
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
団
塊
世
代
、
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
と
い
う
突
出
し
た

規
模
の
世
代
を
形
成
し
た
。
彼
ら

が
そ
の
後
の
日
本
の
消
費
や
労
働

供
給
、
さ
ら
に
は
政
治
活
動
を

リ
ー
ド
し
、
多
方
面
に
お
い
て
社

会
経
済
に
強
い
影
響
を
与
え
て
き

た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

出
生
変
動
は
人
口
だ
け
で
な
く
こ

の
よ
う
に
社
会
動
態
の
全
体
に
対

１
９
７
４
年
に
日
本
の
合
計
特

殊
出
生
率
が
人
口
置
換
水
準
を
下

回
り
、「
少
子
化
」
が
始
ま
っ
て

か
ら
40
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
減
少
と
そ
の
将

来
の
帰
結
に
対
す
る
懸
念
が
高
ま

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
１
・
57

シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら
も
20
年
以
上
が

過
ぎ
た
。
そ
の
間
、
こ
の
現
象
の

原
因
究
明
と
対
処
法
に
つ
い
て

様
々
な
分
析
と
言
説
が
な
さ
れ
て

来
た
が
、
国
民
や
政
策
当
局
の
苛

立
ち
を
よ
そ
に
、
未
だ
解
決
の
糸

口
は
見
つ
か
ら
な
い
。
実
は
こ
の

現
象
は
、
見
か
け
以
上
に
複
雑
で

広
範
な
展
開
を
持
ち
、
ま
た
社
会

の
本
質
的
な
在
り
方
を
問
う
だ
け

の
深
み
を
持
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
現
在
の
視
点
か
ら

み
た
少
子
化
の
こ
れ
ま
で
の
展
開

の
整
理
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

概
説
し
、
そ
の
捉
え
方
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
た
い
。

❶
少
子
化
の
動
向

し
て
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い

る
。第

２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
終
息

と
同
時
に
出
生
数
は
急
速
な
減
少

に
向
か
っ
た
。
第
２
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
は
単
純
に
第
１
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
エ
コ
ー
効
果
（
人
口
規

模
の
大
き
い
世
代
の
子
世
代
が
同

様
に
規
模
の
大
き
い
世
代
と
な
る

効
果
）
で
あ
っ
た
た
め
、
団
塊
世

代
の
出
生
期
間
の
終
焉
と
と
も
に

出
生
数
が
減
少
す
る
こ
と
は
構
造

的
必
然
で
あ
っ
た
が
、
図
に
見
ら

れ
る
と
お
り
合
計
特
殊
出
生
率
も

同
時
期
に
低
下
を
始
め
て
お
り

（
注
１
）、
こ
れ
ら
が
重
な
っ
た

結
果
、
出
生
数
の
減
少
は
急
な
も

の
と
な
っ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
９
７
４

年
に
は
早
く
も
当
時
の
人
口
置
換

水
準
（
２
・
11
）
を
下
回
り
、
そ

の
後
長
期
に
低
下
を
継
続
し
た
結

果
、
１
９
８
９
年
の
「
１
・
57

シ
ョ
ッ
ク
」
を
経
て
、
２
０
０
５

年
に
は
つ
い
に
史
上
最
低
水
準

１
・
26
に
ま
で
達
し
た
。
こ
の

水
準
は
同
年
の
人
口
置
換
水
準

（
２
・
07
）
の
わ
ず
か
61
％
に
過

ぎ
ず
、
こ
の
生
み
方
が
続
け
ば
１

世
代
後
（
約
30
年
後
）
に
世
代
規

模
が
61
％
に
、
２
世
代
後
に
は

37
％
（
61
％
２
乗
）
に
、
さ
ら
に

３
世
代
後
に
は
23
％
（
61
％
３

乗
）
へ
と
急
速
に
縮
小
す
る
こ
と

金
子
　
隆
一

国
立
社
会
保
障･

人
口
問
題
研
究
所
副
所
長
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を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
出

生
率
低
下
に
と
も
な
っ
て
出
生
数

も
減
少
を
続
け
、
２
０
０
５
年
に

は
１
９
７
３
年
ピ
ー
ク
時
（
２
，

０
９
１
，
９
８
３
人
）
の
51
％

（
１
，
０
６
２
，
５
３
０
人
）
と

な
り
、
２
０
１
２
年
に
は
つ
い

に
49
・
６
％
（
１
，
０
３
７
，

２
３
１
）
と
半
数
を
下
回
っ
た
。

こ
れ
は
今
後
生
ま
れ
る
世
代
は
、

現
在
40
歳
前
後
の
世
代
の
半
分
以

下
の
規
模
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。

２
０
０
６
年
以
降
は
合
計
特
殊

出
生
率
が
わ
ず
か
に
回
復
し
て
い

る
が
、
最
新
の
２
０
１
３
年
に
お

い
て
も
１
・
43
で
あ
り
、
置
換
水

準
の
69
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
で

は
２
世
代
後
に
約
半
数
、
３
世
代

後
に
１
／
３
と
な
る
縮
小
の
構
図

に
変
わ
り
は
な
い
。
実
際
今
後
に

見
込
ま
れ
る
出
生
数
の
減
少
は
図

で
わ
か
る
通
り
直
線
的
で
容
赦
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
出
生
期
間
が
終

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
今
後
は

親
と
な
る
世
代
も
少
子
化
時
代
に

生
ま
れ
た
縮
小
世
代
へ
と
交
代

し
、
年
次
が
進
む
ほ
ど
親
世
代
は

縮
小
し
て
行
く
。
小
さ
な
世
代
が

よ
り
小
さ
な
世
代
を
生
む
「
縮
小

再
生
産
」
の
時
代
が
始
ま
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
（
注
２
）。

な
お
、
人
口
の
自
然
増
加
数
は

（
出
生
数
─
死
亡
数
）
で
与
え
ら

れ
る
。
図
１
に
は
死
亡
数
の
年
次

推
移
に
つ
い
て
も
将
来
推
計
を
含

め
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
今
後
高

齢
化
に
と
も
な
っ
て
死
亡
数
が
急

激
に
増
大
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
直
線
的
に
減
少
す
る
出
生

数
と
増
大
す
る
死
亡
数
の
差
は
拡

大
す
る
一
方
で
あ
り
、
出
生
数
と

死
亡
数
の
差
と
し
て
の
自
然
増
加

数
は
マ
イ
ナ
ス
で
絶
対
値
が
拡
大

し
て
行
く
こ
と
に
な
る（
注
３
）。

❷
少
子
化
の
帰
結

こ
う
し
た
少
子
化
と
死
亡
数
の

増
大
は
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
を

根
底
か
ら
揺
る
が
す
歴
史
的
人
口

変
動
、「
人
口
減
少
」
と
「
人
口

高
齢
化
」
を
も
た
ら
す
。
周
知
の

よ
う
に
わ
が
国
で
は
明
治
期
以
降

に
近
代
化
と
と
も
に
た
ど
っ
た
人

口
成
長
は
終
焉
を
迎
え
、
現
在
の

趨
勢
で
は
21
世
紀
を
通
し
て
恒

常
的
な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
２
０
０
８
年
に
1
億
２
，

８
０
８
万
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
日

本
の
総
人
口
は
、
現
在
は
緩
や
か

だ
が
、
し
だ
い
に
加
速
し
な
が
ら

下
降
し
て
行
き
、
２
０
１
８
年
以

降
は
毎
年
50
万
人
以
上
が
、
そ
し

て
２
０
４
１
年
以
降
に
な
る
と
毎

年
１
０
０
万
人
以
上
（
現
在
の
北

九
州
市
や
仙
台
市
に
相
当
す
る
人

口
規
模
）
が
継
続
し
て
減
少
し

て
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結

果
、
総
人
口
は
２
０
３
０
年
に
は

１
億
１
，
６
６
２
万
人
と
ピ
ー
ク

時
か
ら
１
，
１
４
７
万
人
（
９
・

０
％
）
減
少
し
、
２
０
６
０
年

に
は
８
，
６
７
４
万
人
と
４
，

１
３
５
万
人
（
32
・
３
％
）
減
少

す
る
（
社
人
研 

２
０
１
２
年
）。

す
な
わ
ち
日
本
は
50
年
足
ら
ず
で

約
１
／
３
の
人
口
を
失
う
見
込
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
関
東
の

一
都
六
県
の
人
口
（
２
０
１
０
年

約
４
，
２
６
０
万
人
）
に
匹
敵
す

る
。ま

た
、
こ
の
人
口
減
は
も
っ
ぱ

ら
65
歳
未
満
で
生
ず
る
た
め
、
今

後
人
口
減
少
と
並
行
し
て
著
し
い

高
齢
化
が
進
行
す
る
。
２
０
１
３

年
現
在
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以

上
人
口
割
合
）
は
25
・
１
％
で

あ
る
が
、
将
来
推
計
に
よ
れ
ば

２
０
３
０
年
に
は
31
・
６
％
、

２
０
６
０
年
に
は
39
・
９
％
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
う
し
た
急
速
な
人
口
減
少
と

高
齢
化
は
、
一
方
で
は
労
働
力
を

減
退
さ
せ
、
他
方
で
は
国
内
市
場

規
模
の
縮
小
・
構
造
変
容
を
も
た

ら
す
こ
と
で
、
経
済
成
長
を
阻
害

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
地

方
に
お
け
る
若
年
層
の
急
減
に

よ
っ
て
多
く
の
自
治
体
で
財
政
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難
と

な
る
。
地
方
の
人
口
学
的
疲
弊
は

若
年
層
の
大
都
市
圏
、
と
り
わ
け

首
都
圏
に
向
か
う
人
口
移
動
に

よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
た
め
、
地
方

で
の
雇
用
を
創
成
し
、
生
活
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
口

流
出
を
抑
え
る
こ
と
が
当
面
有
効

な
方
策
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
全
国
的
に
進
行
す
る
人
口
減

少
、
高
齢
化
の
潮
流
を
前
提
と
す

れ
ば
、
中
長
期
的
に
国
内
人
口
移

動
の
調
整
に
よ
る
地
方
活
性
化
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

海
外
か
ら
の
移
民
受
け
入
れ
は

重
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
真

剣
な
検
討
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
解
決
す
べ
き
課
題

が
多
い
上
、
見
込
ま
れ
る
人
口
変

動
に
対
処
で
き
る
規
模
の
移
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
非
現
実
的
で

も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
事
態

を
改
善
し
よ
う
と
す
る
な
ら
少
子

化
の
解
消
が
必
須
で
あ
り
、
ま
た

最
も
本
質
的
な
方
策
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
少
子

化
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解

に
加
え
て
、
そ
の
意
味
を
問
う
必

要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
少
子
化

は
、
従
来
の
社
会
問
題
と
は
異
な

り
、
時
代
に
適
応
し
よ
う
と
し
て

人
々
が
選
択
し
た
生
き
方
が
そ
の

正
体
で
あ
り
、
ま
ず
私
た
ち
日
本

人
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
目
指
す
べ
き
な
の
か
と

い
っ
た
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
節
で
は
、

ま
ず
少
子
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理

解
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
問
題
へ
の

接
近
を
試
み
る
。

（
注
１
）
合
計
特
殊
出
生
率
は
平
均
的
な
女

性
の
１
人
あ
た
り
の
子
ど
も
の
生
み
方
を
表

す
指
標
で
あ
り
、
人
口
構
造
変
化
の
影
響
を

受
け
な
い
。

（
注
２
）
図
１
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
合
計
特
殊
出
生
率
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
出
生
数
が
大
幅
に

低
下
し
て
行
く
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
合
計
特
殊
出
生
率
が
「
安
定
的
」
に
推

移
し
て
も
、
そ
の
水
準
が
人
口
置
換
水
準
よ

り
低
け
れ
ば
、
世
代
は
「
安
定
し
て
」
縮
小

し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

（
注
３
）
自
然
増
加
率
は
２
０
４
０
年
以
降

マ
イ
ナ
ス
１
％
を
下
回
る
見
通
し
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ス
１
％
の
増
加
率
と
は
人
口
が
70
年

で
半
分
と
な
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
５
０
０

年
続
く
と
1
／
１
４
８
（
日
本
人
口
に
換
算

す
る
と
約
86
万
人
）、
１
，
０
０
０
年
で
は

1
／
２
２
，
０
２
６ 

（
同
、
約
５
，
０
０
０

人
）
と
な
る
。



図２　出生数減少の構造分析：1975～2013年
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注：図中の数値 (％ ) は１９７５年の出生数と比較した各年次の出生数の減少に対する各要因（①
～③）の寄与率を表す．たとえば２０００年の出生数は１９７５年より７１０，８９３人減
少したが、その 37・５％は①人口規模・年齢構造変化、39・１％は②結婚行動変化、23・
４％は③夫婦出生行動変化による（計１００％）．ただし２０１０～ 13 年は②③について
は２００９年の構成比を用いている．

資料：厚生労働省「人口動態統計」出生数年次推移、総務省統計局「国勢調査」「人口推計」年次別・
性・年齢別人口、国立社会保障・人口問題研究所「第 14 回出生動向基本調査」結婚合計
出生率年次推移を用いて算出．
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（
注
４
）
婚
外
子
が
半
数
を
占
め
る
欧
米
諸

国（
２
０
０
８
年
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
54
・
７
％
、

フ
ラ
ン
ス
52
・
６
％
、
ア
メ
リ
カ
40
・
６
％
、

U
S Census Bureau 

２
０
１
２
）
で
は
、

出
生
に
関
す
る
独
身
者
と
有
配
偶
者
の
統
計

的
区
分
が
明
瞭
で
な
い
た
め
に
結
婚
と
出
生

行
動
と
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い

が
、婚
外
子
が
わ
ず
か
な
わ
が
国（
２
０
１
３

年
２
・
21
％
）
で
は
結
婚
行
動
が
出
生
を
強

く
規
定
し
て
お
り
、
少
子
化
の
分
析
上
重
要

な
要
素
と
な
る
。

（
注
５
）
実
は
要
素
②
結
婚
の
変
容
と
③
夫

婦
出
生
行
動
の
変
化
に
は
構
造
的
依
存
関
係

（
晩
婚
化
に
と
も
な
う
年
齢
別
有
配
偶
人
口

の
結
婚
持
続
期
間
別
構
造
変
動
に
よ
る
見
か

け
上
の
有
配
偶
出
生
率
上
昇
）
が
あ
り
、
た

と
え
ば
③
を
変
え
ず
に
②
だ
け
を
独
立
に
起

こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
と
き
に
生
じ
た
③
の
変
化
分
は
②
に
起
因

す
る
と
し
て
②
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
。
本
分

析
で
は
実
地
調
査
に
よ
る
結
婚
合
計
出
生
率

を
用
い
る
こ
と
で
こ
の
点
を
考
慮
し
た
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
数
が
減
少
し
て
行
く

直
接
の
要
因
と
し
て
は
、 

①
人

口
規
模
・
年
齢
構
造
の
変
化
（
親

と
な
る
年
齢
層
の
人
口Px

の
減

少
）、
②
結
婚
の
変
容
（
出
生
の

主
力
と
な
る
結
婚
し
た
人
々
の

割
合M

x

の
縮
小
）、
③
夫
婦
出

生
行
動
の
変
化
（
結
婚
し
た
人
々

の
持
つ
子
ど
も
数fx

の
減
少
）

の
３
要
因
が
あ
る
（x

は
年
齢
を

表
す
）。あ
る
年
次
の
出
生
数
は
、

x

（ Px

×M
x

×fx

）
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
（
こ
こ
で
　x

は

出
生
可
能
な
す
べ
て
の
年
齢x

に

わ
た
っ
て
合
計
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
）。
①
人
口
規
模
・
年
齢
構

造
変
化
は
、
過
去
の
経
緯
に
よ
っ

て
人
口
に
組
み
込
ま
れ
た
「
構
造

要
因
」
で
あ
り
、
あ
る
年
次
に
こ

の
条
件
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
結
婚
変

容
と
③
夫
婦
出
生
行
動
変
化
は

「
行
動
要
因
」
で
あ
り
、
あ
る
時

期
の
変
化
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
そ

の
時
の
出
生
数
に
影
響
す
る
。
そ

し
て
、
少
子
化
に
影
響
す
る
そ
の

他
の
す
べ
て
の
要
因
は
、
基
本
的

に
こ
の
３
つ
の
ど
れ
か
と
関
連
す

る
こ
と
で
少
子
化
を
招
い
て
い
る

（
注
４
）。

わ
が
国
で
の
少
子
化
過
程
に
お

け
る
各
要
因
の
寄
与
を
図
２
に
示

し
た
。
図
は
１
９
７
５
年
以
降
に

生
じ
た
出
生
数
の
減
少
が
、
上
記

の
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け

生
じ
て
い
た
の
か
を
推
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
図
で
は
出
生
数
の
年

次
推
移
が
太
線
で
示
さ
れ
て
い
る

が
、
１
９
７
５
年
以
降
に
つ
い
て

は
同
年
の
出
生
数
１
，
９
０
１
，

４
４
０
人
の
水
準
か
ら
の
減
少
分

が
網
掛
け
で
図
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
①
～
③
の
ど
の
要
素
に

よ
っ
て
生
じ
た
の
か
を
濃
淡
に

よ
っ
て
分
解
し
て
示
し
て
い
る

（
注
５
）。

わ
が
国
少
子
化
過
程
の
第
１
段

階
に
あ
た
る
１
９
８
０
年
代
半
ば

ま
で
の
出
生
数
減
少
は
、
図
に
示

さ
れ
る
と
お
り
６
～
８
割
が
①

年
齢
構
造
変
化
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
出
生
の

担
い
手
が
団
塊
世
代
か
ら
そ
の

後
の
小
さ
な
世
代
に
急

速
に
交
代
し
た
こ
と
に

よ
る
。
し
か
し
、
②
結

婚
変
容
も
出
生
減
に
対

し
て
15
～
30
％
の
寄
与

が
見
ら
れ
、
晩
婚
化
と

こ
れ
に
と
も
な
う
若
年

層
の
未
婚
化
が
当
初
か

ら
出
生
減
に
一
定
の
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
③
夫

婦
出
生
行
動
変
化
に
よ

る
影
響
は
80
年
代
末
に

至
る
ま
で
は
わ
ず
か
で

あ
り
、
当
初
に
若
干
の

行
動
変
化
が
観
察
さ
れ

て
い
る
も
の
の
（
大
谷

１
９
９
３
）、
出
生
減
へ

の
量
的
な
影
響
力
は
わ

ず
か
で
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。

１
９
９
０
年
代
に
入

る
と
ま
ず
①
構
造
要
因

の
影
響
が
軽
減
に
向
か

い
出
生
数
回
復
を
促
し

た
。
こ
れ
は
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
が
再
生
産
年
齢
に
達
し

た
こ
と
に
よ
り
構
造
要
因
が
好
転

し
、
い
わ
ば
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
到
来
が
期
待
さ
れ
る
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
②
結
婚
変
容
が

継
続
し
、
さ
ら
に
③
夫
婦
出
生
行

動
に
も
結
婚
後
の
出
生
の
遅
れ
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
と
も
に
出
生
を

減
ら
す
方
向
に
働
い
た
。
結
果
と

Σ

３　

少
子
化
の
構
造

し
て
構
造
要
因
に
よ
る
出
生
増
は

完
全
に
相
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
エ
コ
ー
と
し

て
の
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は
幻

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

２
０
０
０
年
を
越
え
た
頃
か
ら

は
70
年
代
半
ば
以
降
に
生
ま
れ
た

い
わ
ば
少
子
化
世
代
が
再
生
産
年

齢
に
達
す
る
よ
う
に
な
り
、
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
と
出
生
の
主
力
を

交
代
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
①
構
造

要
因
は
急
速
に
出
生
を
減
ら
す
方

向
に
変
化
し
て
き
た
。
②
結
婚
変

容
、
③
夫
婦
出
生
行
動
変
化
も

２
０
０
５
年
ま
で
出
生
を
減
ら
す

方
向
に
進
ん
だ
が
、
２
０
０
６
年

Σ
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以
降
②
は
若
干
の
軽
減
方
向
に
動

い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
②
③
の

動
き
を
反
映
す
る
合
計
特
殊
出
生

率
は
２
０
０
６
年
以
降
に
回
復
を

見
せ
た
が
、
出
生
数
自
体
は
横
ば

い
で
推
移
し
て
き
た
。
し
か
し
、

今
後
①
の
減
少
方
向
へ
の
継
続
的

な
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
現
在
の

水
準
を
維
持
し
た
と
し
て
も
、
出

生
数
の
減
少
は
止
め
る
こ
と
は
困

難
に
な
る
。
前
節
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
わ
が
国
は
今
、
少
子
化
世

代
が
親
と
な
り
、
よ
り
小
さ
な
世

代
を
生
む
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る

縮
小
再
生
産
、
あ
る
い
は
「
少
子

化
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
過

程
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

以
上
、
現
在
ま
で
の
少
子
化
の

過
程
を
３
つ
の
近
接
要
因
の
動
き

と
共
に
見
て
き
た
。
少
子
化
以

前
の
１
９
７
５
年
の
出
生
数
水

準
が
維
持
さ
れ
た
場
合
に
比
べ

て
、
こ
れ
ま
で
の
少
子
化
過
程

（
１
９
７
５
～
２
０
１
３
年
）

の
間
に
失
わ
れ
た
出
生
数
は
約

２
，
３
５
８
万
に
昇
る
。
こ
れ
は

２
０
１
３
年
の
総
人
口
の
約
18
％

に
当
た
る
。
こ
の
失
わ
れ
た
出
生

数
を
要
因
別
の
内
訳
で
見
る
と
、

①
人
口
規
模
・
年
齢
構
造
変
化
に

よ
っ
て
１
，
２
３
０
万
（
52
・

２
％
）、
②
結
婚
変
容
に
よ
っ
て

６
５
５
万
（
27
・
８
％
）、
③
夫

婦
の
出
生
行
動
変
化
に
よ
っ
て

４
７
３
万
（
20
・
１
％
）
の
出
生

が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

だ
け
の
子
ど
も
達
に
代
え
て
、
日

本
人
が
得
て
き
た
も
の
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

少
子
化
の
進
展
に
は
、
構
造
要

因
（
①
人
口
規
模
・
年
齢
構
造
変

化
）
と
行
動
要
因
（
②
結
婚
変

容
、
③
夫
婦
出
生
行
動
変
化
）
が

働
い
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
そ
れ

ら
は
一
貫
し
た
出
生
減
の
背
景
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
交
代
し
つ
つ
作

用
し
て
き
た
。
一
般
に
少
子
化
の

「
原
因
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
多
数
の
社
会
経
済
要
因
は
、
す

べ
て
こ
れ
ら
３
要
素
の
変
動
を
介

し
て
作
用
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
だ

が
、
そ
れ
ら
も
時
期
に
よ
っ
て
関

わ
り
方
を
複
雑
に
変
え
て
き
た
。

出
産
・
子
育
て
の
直
接
費
用
・
機

会
費
用
の
変
化
、
母
親
の
就
業
と

両
立
支
援
策
、
男
女
共
同
参
画
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
施
策
、

住
宅
・
生
活
環
境
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
機
能
、
男
女
関
係
の
変

化
、
生
殖
医
療
、
そ
れ
ら
の
背
景

と
な
っ
て
い
る
産
業
の
サ
ー
ビ
ス

化
や
高
度
情
報
化
、
雇
用
の
非
正

規
化
、
家
族
機
能
変
容
、
高
学
歴

化
や
意
識
変
化
な
ど
、
少
子
化
の

「
原
因
」と
さ
れ
る
要
因
は
、我
々

の
生
活
全
般
に
及
ん
で
い
る
。

そ
れ
ら
は
ど
の
一
つ
を
と
っ
て

も
少
子
化
と
深
く
関
わ
り
、
ど
の

一
つ
を
と
っ
て
も
そ
れ
だ
け
で
は

少
子
化
を
説
明
で
き
な
い
。
い
わ

ば
少
子
化
と
は
、
結
婚
・
子
育
て

世
代
を
中
心
と
し
た
日
本
人
が
生

活
全
般
の
環
境
変
化
に
対
し
て
合

理
的
に
適
応
を
繰
り
返
し
て
き
た

姿
そ
の
も
の
で
あ
り
、
社
会
と
個

人
の
シ
ス
テ
ム
的
変
化
の
産
物
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
従
来
の
社
会

問
題
と
異
な
り
、
少
子
化
問
題
に

お
い
て
は
検
挙
す
べ
き
「
犯
人
」

は
い
な
い
。
そ
の
点
に
対
す
る
理

解
の
難
し
さ
が
40
年
に
な
ろ
う
と

す
る
少
子
化
の
真
の
姿
の
把
握
を

阻
み
、
四
半
世
紀
に
な
ろ
う
と
す

る
「
少
子
化
対
策
」
の
迷
走
を
生

ん
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

個
々
の
「
原
因
」
は
個
々
人
の
生

活
環
境
改
善
の
た
め
の
施
策
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
重
要
で
は
あ
る

が
、
出
生
率
と
い
う
指
標
の
制
御

を
目
的
と
す
る
こ
と
は
的
外
れ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
多

臓
器
不
全
の
患
者
に
対
し
、
体
温

を
制
御
し
よ
う
と
す
る
治
療
に
似

て
い
る
。
体
温
は
健
康
の
指
標
だ

が
、
そ
れ
だ
け
を
操
作
し
て
も
健

康
は
回
復
し
な
い
。
少
子
化
対
策

は
出
生
率
対
策
で
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
関
係
す
る
世
代
の
福
祉
向
上

を
唯
一
の
目
的
と
す
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
っ
て
は
じ

め
て
当
事
者
世
代
は
支
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
側
面
も
あ
る
。

我
々
は
、
国
民
・
市
民
個
々
の

人
生
の
選
択
が
そ
の
社
会
の
存
立

を
左
右
す
る
と
い
う
事
態
に
、
少

子
化
を
通
し
て
初
め
て
向
き
合
っ

た
。
結
局
、
少
子
化
と
い
う
現
象

は
、
全
員
参
加
社
会
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
次
世
代
の
文
明
レ
ジ
ー
ム

に
向
け
て
の
先
駆
的
課
題
の
よ
う

に
見
え
る
。
新
し
い
社
会
シ
ス
テ

ム
に
向
け
て
現
代
社
会
の
課
題
を

括
り
だ
し
て
清
算
す
る
た
め
の
試

金
石
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な

い
か
。
現
在
危
機
に
瀕
し
て
い
る

の
は
少
子
化
に
よ
っ
て
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
経
済
や
社
会
制
度
と
い

う
以
前
に
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り

と
認
識
し
、
今
の
少
子
化
論
は
、

50
年
後
、
１
０
０
年
後
の
日
本
と

日
本
人
が
ど
う
な
っ
て
い
る
べ
き

か
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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